
のを三度お頂きになって、こんな時分に
は物のほしがる最中であるのに、あんた
はまあ、若いのに、神妙に働いて下され
ますなあ」と労われています。遠方から
歩いておぢばへ帰った人には「おまえさ
んが帰って来るので、ちゃんとお茶が沸
かしてあるで」と言ってお迎え下さいま
した。
　何事も「当たり前」ではなく「有り難い」
ことだと自分に語りかけ、何時でも誰に
でも心を添えた「ありがとう」を言える
ようになりたいものです。　　（吉田）

大
教
会
の
諸
活
動

天理教岡大教会　〒 634-0111　明日香村岡 395　e-mail／ info@oka.or.jp

■
後
継
者
講
習
会

日　

程
／
第
24
次　

３
月
17
日
～
19
日

　
　
　
　

第
25
次　

３
月
22
日
～
24
日

対　

象
／
20
歳
～
40
歳
の
男
女

■
お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参

①
日　

時
／
毎
月
第
１
日
曜
日　

午
前
10
時
～

②
日　

時
／
毎
月
25
日　

本
部
朝
づ
と
め
１
時
間
前

■
岡
心
勇
隊
「
に
を
い
が
け
実
動
」

各
拠
点
で
実
動
中
。
日
時
、
場
所
、
内
容
な
ど
は
、

各
教
会
、
ま
た
は
大
教
会
布
教
部
ま
で
。

■
お
つ
と
め
勉
強
会
（
庶
務
部
祭
事
担
当
）

日　

時
／
３
月
24
日　

午
前
９
時
～

会　

場
／
大
教
会
神
殿

対
象
者
／
大
教
会
お
つ
と
め
奉
仕
人

■
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
（
学
生
会
）

日　

時
／
３
月
27
日
（
火
）
～
28
日
（
水
）

内　

容
／
前
夜
祭
、
式
典
、
直
属
ア
ワ
ー
な
ど

■
少
年
会
岡
団
総
会
・
練
成
会

日　

時
／
３
月
30
日
～
31
日

場　

所
／
大
教
会

■
第
27
回
南
相
馬
ひ
の
き
し
ん
隊

日　

程
／
３
月
31
日
出
発
～
４
月
２
日
帰
着

■
大
教
会
子
弟
練
成
会

日　

程
／
３
月
31
日
出
発
～
４
月
３
日
帰
着

　

※
４
月
１
日
は
南
相
馬
で
ひ
の
き
し
ん
に
参
加

■
教
祖
誕
生
祭
／
よ
ろ
こ
び
の
大
合
唱

日　

時
／
４
月
18
日　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　

所
／
本
部
神
殿

※
祭
典
終
了
後
、
本
部
中
庭
で
「
よ
ろ
こ
び
の
大
合

唱
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
天
理
教
婦
人
会
第
100
回
総
会

日　

時
／
４
月
19
日　

午
前
９
時
30
分
式
典

場　

所
／
本
部
中
庭

■
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

日　

時
／
４
月
29
日
（
日
）

※
各
地
域
の
実
施
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
教
区
・

支
部
ま
た
は
最
寄
り
の
教
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
こ
か
ん
様
に
続
く
会
／
春
の
学
生
の
つ
ど
い

日　

程
／
４
月
30
日
（
月
）

※
今
年
は
、女
子
青
年
と
学
生
会
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

十
三
峠
を
越
え
て
の
徒
歩
団
参
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
大
教
会
人
事
（
１
月
23
日
付
）

　

・
お
つ
と
め
奉
仕
人

　
　
　

岡　

谷　
　

森　

井　

正　

次

◆
教
養
掛
（
３
月
）

　
　
　

武
生
水　
　

塚　

元　

道　

陽

◆
第
78
回
教
人
資
格
講
習
会
中
・
後
期
修
了
者

（
２
月
１
日
～
２
月
10
日
）

　
　
　

筑　

八　
　

井　

上　

祐　

美

◆
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
願

（
１
月
16
日
～
２
月
15
日
詰
所
受
付
分
）

　
　
　

飛
鳥
川　
　

出　

口　

奈　

々

　
　
　

飛
鳥
川　
　

畑　

楠　

真　

美

　
　
　

飛
鳥
川　
　

畑　

楠　
　

萌

◆
お
運
び
（
１
月
26
日
）

　

任
命
願　

勇
虎
分
教
会
（
東
松
浦
ー
肥
城
）

　

会
長
名　
　

片　

岡　

栄　

子

　

奉
告
祭　

立
教
181
年
４
月
８
日

岡
大
教
会
連
絡
報

立
教
一
八
一
年
　
三
月
号（
二
月
二
十
三
日
発
刊
）

oka.or.jp
発　行　所

高市郡明日香村岡 395
〒 634-0111

電話 (0744)54-2002
FAX (0744)54-3889
E-mail  info@oka.or.jp

天理教岡大教会

岡大教会ホームページ

今月のメッセージ
「ありがとう」

POINT R181 Event Information

▼
月
定
例
行
事
▲

▼
３
月
と
４
月
の
そ
の
他
行
事
▲

４　

日　
　

岡
心
勇
隊
佐
賀
地
区

８　

日　
　

岡
心
勇
隊
奈
良
中
和

９　

日　
　

岡
心
勇
隊
五
條
橋
本
（
あ
や
の
台
）

13　

日　
　

岡
心
勇
隊
八
幡
地
区

15　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
道
弘
）

18　

日　
　

岡
心
勇
隊
大
阪
地
区

21　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
相
嘉
）

22　

日　
　

祭
典
準
備
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん

（
表
野
・
飛
鳥
川
・
岡
萩
）

22
～
23
日　

婦
人
会
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん

23　

日　
　

大
教
会
月
次
祭

24　

日　
　

大
教
会
ひ
の
き
し
ん
（
東
松
浦
・
西
北
）

25　

日　
　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
早
朝
）

　
　
　
　
　

お
ふ
で
さ
き
勉
強
会

26　

日　
　

本
部
月
次
祭　

祭
典
後
お
礼
づ
と
め

30　

日　
　

岡
心
勇
隊
姪
浜
会
場

第
一
日
曜
日　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
午
前
中
）

５　

日　
　

大
教
会
春
季
霊
祭

３
～
９
日　

学
生
生
徒
修
養
会
（
大
学
の
部
）

10
～
12
日　

学
生
生
徒
修
養
会（
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
）

24　

日　
　

お
つ
と
め
勉
強
会
「
お
手
直
し
」

26　

日　
　

お
運
び
（
北
有
明
分
教
会
／
西
北
）

27
～
28
日　

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

30
～
31
日　

少
年
会
岡
団
総
会
・
練
成
会

ピッ

大
教
会
か
ら
ご
案
内

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
→

教
務
報

３月

４月
3/31
～
２
日　

第
27
回
生
活
復
興
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

中
学
生
子
弟
練
成
会
隊

８　

日　
　

勇
虎
分
教
会
会
長
就
任
奉
告
祭

18　

日　
　

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
団
参
（
早
朝
）

　
　
　
　
　

教
祖
誕
生
祭　

よ
ろ
こ
び
の
大
合
唱

　
　
　
　
　

お
運
び
（
松
ケ
江
分
教
会
／
福
門
）

19　

日　
　

婦
人
会
本
部
第

100
回
総
会

29　

日　
　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー

30　

日　
　

北
有
明
分
教
会
会
長
就
任
奉
告
祭

　立教１８１年の新たな活動としてスタートする「く

らしの中のにをいがけ」。これは、ようぼく一人ひ

とりが、毎月１０枚のにをいがけチラシを通して周

囲の人に教祖の教えを伝え、仕合せになってもらう

ための活動です。

「くらしの中のにをいがけ」
お
友
達
や

ご
近
所
さ
ん

気
に
な
る

あ
の
人
へ

一枚のチラシにあなたの
素敵な〝にをい〟を乗せて

どうぞお届け下さい

ポ
ス
ト
へ

投
函
も

TOPIC

この活動を通して、暮らしの中で人をたすける心を実践し、成人を望まれる親神様・教祖の親心に

お応えさせていただく努力を目指します。この活動は、限られた人だけのものではありません。で

きるだけ多くの方に参加していただくことに重点を置いています。一人ひとりの積極性でおたすけの

機運を高めていきましょう。「くらしの中のにをいがけ」。一枚のチラシにあなたの素敵な〝にをい〟

を乗せて、どうぞお届けください。

　毎日のように使うこの感謝の言葉です
が、心を添えることは疎

おろそ

かになりがちで
す。ある方が教祖伝や逸話篇に出てくる
教祖の言動を調べたら、「労いの言葉」
また「労いの行い」が一番多かったと天
理時報の記事に書いて居られました。
　増井りん先生が庖丁類を買い揃えて差
し上げられると、教祖は「おりんさん、
何から何まで、気を付けてくれたのや
なあ。有難いなあ」と仰せられました。
18 歳の西尾ナラギクさん等が糸つむぎ
の用事を手伝った際には、出来上がった



　部内教会長が一堂に会し、大教会の活動方針を共有し、一手一つの実動を誓い合う「年頭会議」が１月２４日、大教会で開催され、72 名が参加し
た。今年の活動方針は「日に日に学び、日に日に実行し、日に日に伝る」が大きな柱。一人ひとりが教理を研鑚して学び、「くらしの中のにをいがけ」
を通して学びを実行に移し、そしてお道のにをいを伝えていく。「後継者講習会」を受講した道の後継者らも、「講習会」を通して学び、おぢばで手に
した〝陽気ぐらしの種〟を持って、国々所々での陽気ぐらしの実践を誓った。ひのきしんを通してぢばに伏せ込み、教理を求め、一人ひとりがおたす
けの心を持ってにをいがけに歩く―。大教会挙げて、布教と求道の機運を高め、成人を望まれる親神様・教祖の親心にお応えさせていただきたい。

布教と求道の機運を高め、親神様・教祖の親心にお応えしたい
日に日に学び、実行し、伝えよう

寒さ厳しい２月に「ひのきしん隊」と「３日隊」に入隊した青年会員９名。共に、おぢばに伏せ込んだ。

２
February

２０１８

写真で振り返る一カ月

今月のグラフ ※
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
、
諸
活
動
を
写
真
付
き
で

　

詳
し
く
紹
介
中
！
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１月恒例の「おぢば伏せ込みひのきしん」。今年は約120名が参加し、東西礼拝場階下の清掃ひのきしんに当たった。 方針を共有し、一手一つの実動を誓い合う「年頭会議」には、教会長夫妻ら 72名が参加した。

いよいよ終盤を迎える「後継者講習会」。参加者らは、〝陽気ぐらしの種〟を手にし、実践を誓った。


